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「
住
民
無
視
の
原
発
再
稼
働
を
た
だ
す
全
国
交
流
集
会

ｉ

ｎ

福
井
」
は
福
井
県
小
浜
市
で
次
の
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

○
中
心
ス
ロ
ー
ガ
ン

＊
原
発
問
題
を
争
点
に
押
し
上
げ
、
安
倍
政
権
に
「
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
」
！

＊
命
と
暮
ら
し
を
脅
か
す
原
発
再
稼
働
は
あ
り
え
な
い
！

＊
国
と
電
力
会
社
は
福
島
第
一
原
発
事
故
の
加
害
責
任
を

果
た
せ
！

○
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

＊
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
、
高
速
炉
開
発
を
撤
回
す
る
こ
と
！

＊
原
発
開
発
の
「
負
の
遺
産
」(

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
大
量
保
有
・
膨

大
な
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
・
垂
れ
流
し
の
使
用
済
み
燃
料
・
続
出
す
る
廃

炉)

に
国
と
電
力
会
社
は
真
摯
に
対
処
す
る
こ
と
！

＊
日
本
経
済
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
発
依
存
の
歪
み
を
正
す

こ
と
！

北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
に
対
し
て
、
日
米
両
国
が
「
力
に

は
力
」
と
叫
び
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
国
連
で
北
朝
鮮
の

「
「
完
全
破
壊
」
に
言
及
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
丹
羽
宇
一

郎
元
中
国
大
使
は
「
こ
れ
は
出
口
な
き
戦
略
」
「
北
朝
鮮
が

崩
壊
す
れ
ば
、
日
本
に
も
中
国
や
韓
国
と
同
じ
く
難
民
が
漂

着
」
「
ロ
ケ
ッ
ト
中
心
の
戦
争
で
最
大
の
脅
威
は
原
発
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

「
原
発
銀
座
」
の
若
狭
湾
は
射
程
目
標
の
最
た
る
も
の
で

す
。
戦
争
と
な
れ
ば
、
想
定
を
絶
す
る
事
態
と
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
戦
争
と
核
兵
器
の
怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
て

い
る
日
本
が
核
保
有
国
を
説
得
す
べ
き
で
す
。
ま
ず
は
、
安

倍
首
相
が
唯
一
の
被
爆
国
・
日
本
の
首
相
と
し
て
核
兵
器
禁

止
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
ト
ラ
ン
プ
、
プ
ー
チ

ン
米
ロ
両
大
統
領
に
当
分
の
間
の
「
核
凍
結
」
を
迫
る
と
と

も
に
、
北
朝
鮮
と
対
話
す
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
要
求
し
ま

す
。こ

の
集
会
は
総
選
挙
の
直
中
で
開
か
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
原
発
問
題
を
選
挙
の
争
点
に
押
し
上
げ
、
安

倍
政
権
に
「
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
」
を
突
き
つ
け
る
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
六
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
こ
で
際
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
政
府
、
東
京
電
力
、
原

子
力
規
制
委
員
会
の
「
福
島
切
り
捨
て
」
の
姿
勢
が
鮮
明
に

な
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
政
府
は
、
「
帰
還
宣
言
」
を
出
し

て
賠
償
等
を
打
ち
切
っ
て
い
ま
す
。
東
電
は
、
事
故
問
題
に

か
か
わ
る
一
連
の
対
策
を
棚
上
げ
に
し
て
柏
﨑
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
に
軸
足
を
移
し
て
い
ま
す
。
規
制
委
は
、
事
故
を
起

し
た
東
電
を
「
原
発
運
転
の
資
格
あ
り
」
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
と
東
電
が
福
島
原
発
事
故
に
つ
い
て
、
自

ら
の
加
害
責
任
に
つ
い
て
根
本
的
に
反
省
し
、
被
災
者
・
被

災
地
対
策
、
事
故
収
束
対
策
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
を
改

め
て
要
求
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
「
原
発
銀
座
」
の
若
狭
湾
で
、
高
浜
３
・
４

号
機
の
再
稼
働
が
強
行
さ
れ
、
大
飯
３
・
４
号
機
の
再
稼
働

地
元
手
続
き
が
強
行
さ
れ
た
こ
と
に
、
断
固
抗
議
す
る
も
の

で
す
。

規
制
委
の
新
規
制
基
準
は
、
若
狭
湾
の
原
発
立
地
の
特
別

の
危
険
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
西

電
力
は
、
大
津
地
裁
の
高
浜
３
・
４
号
機
の
運
転
差
し
止
仮

処
分
決
定
の
基
礎
に
あ
る
住
民
の
不
安
に
対
し
て
、
こ
の
間
、

な
ん
ら
の
説
明
責
任
も
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
大

飯
３
・
４
号
機
は
、
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
の
運
転
差
し
止

め
訴
訟
で
、
元
規
制
委
委
員
長
代
理
の
島
崎
邦
彦
東
大
名
誉

教
授
が
関
電
の
地
震
想
定
に
つ
い
て
「
過
小
評
価
の
可
能
性

が
あ
り(

算
出
方
法
に)

大
変
な
欠
陥
が
あ
る
」
と
の
証
言
し

た
こ
と
を
無
視
し
て
の
再
稼
働
強
行
で
す
。
こ
の
状
況
で
の

原
発
再
稼
働
は
福
島
事
故
再
発
防
止
の
保
障
は
な
く
、
一
旦

事
故
と
な
れ
ば
、
周
辺
住
民
は
も
ち
ろ
ん
琵
琶
湖
の
汚
染
を

通
じ
て
そ
の
被
害
は
大
き
く
増
幅
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
再
稼
働
を
直
ち
に
止
め
、
廃
炉
に

す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

昨
年
末
の
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
で
高
速
増
殖
炉
「
も
ん

じ
ゅ
」
廃
止
と
「
高
速
炉
開
発
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
止
決
定
は
遅
き
に
失
し
た
も
の
で
す
が
、

高
速
増
殖
炉
開
発
は
日
本
の
「
将
来
の
原
子
力
の
主
流
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
基
本
的
な
検
証
が
な
い
廃

止
決
定
は
不
透
明
に
過
ぎ
ま
す
。

「
高
速
炉
開
発
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
原
子
力
政
策
に
な
い

も
の
で
す
。
閣
僚
会
議
で
の
い
き
な
り
の
決
定
も
こ
れ
ま
で

な
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
説
明
し
う
る
と
す
れ
ば
、
一
兆
円
超
の
「
も
ん
じ
ゅ
」

開
発
に
群
が
っ
た
「
原
子
力
ム
ラ
」
の
利
権
の
確
保
・
維
持

が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場
は
相
次
ぐ
事
故
で
立
ち
往

生
状
態
で
す
。
建
設
費
は
当
初
の
七
千
八
百
億
円
の
見
込
み

が
新
規
制
基
準
対
応
を
含
め
約
二
兆
九
千
億
円
に
、
四
倍
近

く
膨
ら
み
ま
し
た
。
日
本
原
燃
は
、
同
工
場
の
六
十
万
点
に

の
ぼ
る
設
備
・
機
器
の
掌
握
・
管
理
に
追
わ
れ
、
日
誌
に
虚

偽
記
載
の
保
安
規
定
違
反
も
発
覚
し
、
二
〇
一
八
年
上
期
の

竣
工(

二
十
三
回
目
竣
工
延
期)

は
厳
し
く
、
二
十
四
回
目
の

延
期
は
必
至
で
す
。

さ
ら
に
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
選
定

の
た
め
の
「
科
学
特
性
マ
ッ
プ
」
が
経
産
省
か
ら
七
月
末
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
深
部
は
未
知
の
部
分
が
多
く
あ
り

ま
す
が
、
「
マ
ッ
プ
」
は
現
在
の
科
学
的
到
達
点
さ
え
踏
ま

え
な
い
乱
暴
な
も
の
で
す
。
も
と
も
と
、
放
射
性
廃
棄
物
の

処
理
の
見
通
し
の
な
い
ま
ま
、
原
発
開
発
に
見
切
り
発
車
し

た
国
と
電
力
会
社
の
責
任
が
改
め
て
問
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
抜
本
的
な
検
証
を

要
求
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
と
電
力
会
社
が
原
発
の
「
負
の
遺
産
」
を

直
視
し
、
こ
れ
ら
と
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

日
本
の
「
原
発
依
存
」
は
、
日
本
の
経
済
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
大
き
な
歪
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

端
的
に
東
芝
の
破
綻
劇
に
示
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
著
し
い
遅
れ
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
「
原
発
依
存
」
の
日
本
経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
き
な
歪
み
を
正
す
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

私
た
ち
は
，
行
き
詰
ま
っ
た
日
本
の
原
発
情
勢
を
打
開
す

る
道
は
、
こ
の
全
国
交
流
集
会
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
運

動
方
向
で
あ
る
と
確
信
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
み
な
さ
ん

に
、
こ
の
〝
共
同
の
輪
″
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

二
〇
一
七
年
十
月
十
五
日

「
住
民
無
視
の
原
発
再
稼
働
を
た
だ
す
全
国

交
流
集
会

ｉ
ｎ

福
井
」
参
加
者
一
同

全
国
交
流
集
会
で
採
択
さ
れ
た
「
ア
ピ
ー
ル
」
で
す

「
原
発
銀
座
」
―
若
狭
湾
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル


